
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №３ 
北広島市交通安全運動推進委員会 

令和７年９月 1 日発行 

 

★期間★ ９月２１日(日)～９月３０日(火) 
★運動の重点★ 
◆ 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進 

◆ ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進 

◆ 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進 

◆ バイクの交通事故防止 

◆ スピードダウンと全席シートベルト着用の徹底 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～ 

9 月 30 日(火)は「交通事故死ゼロ」を目指す日です。 

７月１６日(水)10:30 から北広島市芸術文化ホールにおいて、交通安全
市民大会が開催され、市民の皆様や関係機関、団体、企業の方々など、約
170 人のご参加をいただきました。 
 大会では、来賓代表として北広島交番所長様からのご挨拶、すみれ保育園
の園児 38 名による「ストップの歌」、大曲大谷幼稚園の代表園児２名による
「交通安全宣言」、西の里地区交通安全協議会会長による「交通安全誓いの言
葉」などが行われ、参加者一同、今後の交通事故防止を誓いあいました。 
 なお、例年、大会終了後に道道江別恵庭線において実施している街頭啓発
活動については、雨天のため中止となりました。 
 多数の皆様のご参加をいただき、ありがとうございました。 

７月 28 日(月)～8 月 1 日(金)、小学生による「サマーセーフティ
キャンペーン」を市内の大型店 5 店舗において実施しました。 
このキャンペーンは、交通事故撲滅を目的としており、市内の小学

校 8 校の児童が、店舗に訪れたお客さんに夜光反射材などを配布し
ながら交通安全を呼びかける活動で、今年は、児童 28 人の他、学校
関係者や交通安全指導員の皆様の参加をいただき、総勢 61 人で実施
いたしました。 
活動にご協力いただきました皆様、ありがとうございました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車の交通ルール～よく見かける違反編 

①車道通行～歩道と車道の区別のある道路では、自転車は車道を通行しなければなりません。 

     歩道を通行すると、「通行区分違反」となります。 

     ※例外として、「自転車通行可」の標識があるところ、13 歳未満と 70 歳以上の 

運転者など、道路工事などでやむを得ないときなどの場合は、 

歩道を通行することができます。 

②左側通行～道路（車道）の中央から左側部分の左側端に寄って通行 

しなければなりません。道路の中央部分や右側を通行す 

ると「通行区分違反」となります。 

③並進の禁止～他の軽車両（自転車など）と並進してはいけません。 

④徐行～左右の見通しの悪い交差点に入ろうとするときや、「徐行」の標識がある場所を通行 

するときに徐行しないと、「徐行場所違反」となります。 

⑤一時停止～一時停止の標識がある交差点では、その交差点の（停止線の） 

直前で一時停止し、交差する道路を走行する車両などの通行 

を妨げてはいけません。 

一時停止しないと「指定場所一時不停止等」となります。 

⑥交差点の右折～信号機のある交差点（十字路交差点、丁字路交差点な 

ど）では、二段階で右折しなければなりません。また信号機 

のない交差点では、外大回りで右折しなければなりません。 

これに従わないと「交差点右左折方法違反」となります。 

⑦イヤホンの使用～イヤホンやヘッドフォンなどを使用し「ながら運転」 

すると「安全運転義務違反」となる場合があります。 

イヤホンの種類についての規定がないため、「開放型」、「骨伝 

導」のほか、「片耳にイヤホン」も該当する場合があります。 

「傘さし運転」も「ながら運転」に該当し、「安全運転義務 

違反」となります。 

⑧その他～上記以外にも、飲酒運転、信号無視、携帯電話（スマホ）等 

の把持や走行中の使用なども違反となります。 

自転車は、運転免許がいらず、練習すれば就学前の幼児でも乗ることができますが、交通ルー

ルを知らずに乗ると交通事故の被害者だけでなく、加害者となりうる乗り物です。 

しかし、自転車の交通ルールを学ぶ機会は少なく、自動車運転免許の取得時や更新時にも学

ぶことはありません。 

当市の場合、小学校や中学校などの交通安全教室で、自転車の交通ルールを学びますが、自転

車に乗り始める幼少期には、正しいルールを学ぶ機会がないというのが現状です。 

そのため、家庭内において、幼い頃から子どもに自転車の正しい交通ルールを教え、身に着け

させることが、子どもの命や周囲の人の命を守るために大切といえます。 

近年、自転車に関しては、交通違反が目立ち、自転車が絡む事故において自転車側の違反によ

るものが多いことから、法律が改正され罰則が強化されました。 

現行では、違反行為を繰り返した自転車運転者（14 歳以上）が「自転車運転者講習」の対象

となっています。また、来年 4 月からは、16 歳以上の自転車運転者が交通違反をすると反則金

制度（青切符）の対象となります。正しい交通ルールで自転車に乗りましょう。 

今回は、街中でよく見かける自転車の交通ルール違反について説明します。 


